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2024 年11月13日 

各 位 

会 社 名 北日本紡績株式会社 

代表者名 代表取締役社長 粕谷 俊昭 

   （コード：3409、東証スタンダード） 

問合せ先 取締役 篠原 顕二郎 

     （TEL．076-277-7530） 

 

連結決算における営業外費用（為替差損）の計上と 

2025年３月期第２四半期（中間期）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2025年３月期第２四半期（中間期）の連結決算において、下記のとおり営業外費用（為替差

損）を計上するとともに、2024年５月14日に公表しました2025年３月期第２四半期（中間期）の業績予

想を修正しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．  営業外費用（為替差損）の内容について 

当社は、2025 年３月期第２四半期会計期間（2024 年７月１日～2024 年９月 30 日）の連結決算にお

いて、外国為替相場の変動により 11,957 千円の為替差損が発生し、営業外費用に計上することとなり

ました。なお、2025 年３月期第１四半期連結会計期間において、為替差益 7,877 千円を計上していた

ため、2025年３月期第２四半期累計期間における為替差損は4,080千円となりました。 

上記は、主として保有する米ドル預金について、第２四半期（中間期）末(2024 年９月 30 日)の為替

レートで換算した評価損であります。 

本件に関しましては、下記「2025 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想の修正」に織り込

み済であります。 
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２.  2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想の修正 

 

（2024年４月１日～2024年９月30日） 

 

 

（修正の理由） 

2025 年３月期第２四半期（中間期）連結会計期間の業績につきましては、テキスタイル事業における

売上が好調だったことで、売上高の実績は前回発表予測を上回る見込みです。一方で、紡績事業におい

ては主に工業資材用途向けの汎用品が海外メーカーとの競合により受注が減ったことで売上が減少とな

り、リサイクル事業においては仕入量の増強が計画より遅れたことと中国の景気後退の長期化の影響か

ら価格転嫁が進んでいないことで売上が減少となりました。以上の結果、売上高の実績は前回発表予測

より、1割程度の上振れに留まる見込みです。 

利益面では、テキスタイル事業については販売量拡大から営業利益の増加に寄与したものの、紡績事

業では受注減少が影響して利益の減少となり、さらに、リサイクル事業でも販売量の減少により製造固

定費を回収できず利益の減少に繋がりました。その上で、販売費及び一般管理費は計画通りの水準で発

生したことで、営業利益については、前回発表予想から減少となる見込みです。 

また、上記「営業外収益（為替差益）の内容について」のとおり計画には織り込んでいなかった円高

への反転により為替差損が発生したこと、補助金の受給額が想定より減少したことで、経常利益および

親会社株主に帰属する中間純利益についても、前回発表予測を下回る見込みとなりました。 

 

なお、2025 年３月期通期の業績予想につきましては、現時点では、外部環境に依然不透明な状況が継

続していること等を踏まえ、慎重に修正の要否を判断しております。修正を行う場合は速やかにお知ら

せいたします。 

 

以 上 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

中間 

純利益 

１株当たり 

中間 

純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

697 

百万円 

△19 

百万円 

△15 

百万円 

△18 

円銭 

△0.92 

今回修正予想（Ｂ） 768 △35 △38 △40 △1.97 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 71 △16 △23 △22  

増 減 率（％） 10.2 ― ― ―  

(参考）前期第２四半期実績 

（2024年３月期） 
628 △14 ２ １ 0.05 


